答志島の戦争遺跡 (小特集 答志島の歴史と現在) by 扇野 耕多
研
究
ノ
ー
ト
皇
學
館
論
叢
第
五
十
三
巻
第
四
号
令
和
三
年
一
月
十
日
答
志
島
の
戦
争
遺
跡
扇
野
耕
多
は
じ
め
に
戦
争
遺
跡
と
は
︑
近
代
以
降
の
国
内
外
の
戦
争
と
そ
の
遂
行
過
程
で
形
成
さ
れ
た
遺
跡
の
事
を
い
う
︵
1
︶
︒
三
重
県
内
に
お
い
て
も
戦
争
遺
跡
は
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
︒
平
成
一
八
︵
二
〇
〇
六
︶
年
に
三
重
県
歴
史
教
育
者
協
議
会
が
刊
行
し
た
﹃
三
重
の
戦
争
遺
跡
増
補
改
訂
版
︵
2
︶
﹄
は
︑
県
内
の
戦
争
遺
跡
を
網
羅
的
か
つ
詳
細
に
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
︒﹃
三
重
の
戦
争
遺
跡
増
補
改
訂
版
﹄
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
も
︑
次
々
と
県
内
の
戦
争
遺
跡
が
確
認
さ
れ
︑
調
査
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
︒
平
成
二
一
︵
二
〇
〇
九
︶
年
︑
三
重
県
磯
部
町
に
て
︑
陸
軍
が
構
築
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ト
ー
チ
カ
や
多
く
の
地
下
壕
な
ど
︑
本
土
決
戦
に
備
え
た
陣
地
群
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
︵
3
︶
︒
ま
た
︑
同
年
に
︑
明
野
陸
軍
飛
行
学
校
に
関
連
す
る
掩
体
群
や
格
納
庫
な
ど
の
遺
構
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
︵
4
︶
︒
平
成
二
六
︵
二
〇
一
四
︶
年
に
は
︑
尾
鷲
市
中
村
町
で
︑
伊
勢
防
備
隊
の
司
令
部
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
大
規
模
な
地
下
壕
が
報
告
さ
れ
て
い
る
︵
5
︶
︒
さ
ら
に
平
成
三
〇
︵
二
〇
一
八
︶
年
︑
度
会
郡
大
紀
町
に
て
︑
本
土
決
戦
の
た
め
に
構
築
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
ト
ー
チ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
︒
今
ま
で
報
告
さ
れ
て
き
た
県
内
の
本
土
決
戦
用
陣
地
は
臨
海
部
に
集
中
し
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
が
︑
度
会
郡
大
紀
町
の
陣
地
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
山
間
部
で
も
同
様
に
本
土
決
戦
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
︵
6
︶
︒
ま
た
同
年
に
︑
こ
れ
ま
で
明
確
な
本
土
決
戦
用
陣
地
が
確
認
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
鳥
羽
市
菅
島
に
て
坑
道
式
掩
体
や
露
天
式
掩
体
な
ど
の
遺
構
を
確
認
し
︑
菅
島
の
本
土
決
戦
用
陣
地
群
を
報
告
し
た
︵
7
︶
︒
こ
う
し
た
成
果
は
︑
平
成
三
〇
︵
二
〇
一
八
︶
年
八
月
一
八
日
か
ら
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二
〇
日
の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
﹁
第
二
二
回
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
愛
知
豊
川
大
会
﹁
戦
争
遺
跡
の
保
存
と
次
世
代
へ
の
継
承
﹂﹂
に
お
い
て
山
本
達
也
氏
が
﹃
三
重
県
南
部
の
地
下
壕
調
査
～
近
年
の
成
果
を
中
心
に
～
﹄
と
題
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
た
︒
こ
の
よ
う
に
︑
近
年
に
お
い
て
も
県
内
で
戦
争
遺
跡
が
次
々
と
確
認
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
︒
そ
の
よ
う
な
中
で
︑
今
回
更
な
る
調
査
に
よ
っ
て
今
ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
な
い
本
土
決
戦
用
と
思
わ
れ
る
戦
争
遺
跡
を
三
重
県
鳥
羽
市
の
答
志
島
に
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
本
稿
で
は
答
志
島
に
て
新
た
に
明
ら
か
と
な
っ
た
戦
争
遺
跡
に
つ
い
て
の
報
告
を
し
て
い
き
た
い
︒
㈠
太
平
洋
戦
争
末
期
の
答
志
島
周
辺
の
部
隊
配
置
太
平
洋
戦
争
で
の
戦
局
悪
化
に
伴
い
日
本
は
本
土
決
戦
が
現
実
的
と
な
り
︑
全
国
各
地
で
本
土
防
衛
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
︒
陸
軍
は
︑
東
海
方
面
の
本
土
防
衛
準
備
の
た
め
昭
和
二
〇
︵
一
九
四
五
︶
年
二
月
一
一
日
に
第
十
三
方
面
軍
︵
東
海
軍
管
区
︶
を
創
設
し
た
︒
同
方
面
軍
は
︑
同
年
四
月
八
日
に
増
強
さ
れ
︑
第
百
四
十
三
師
団
や
第
百
五
十
三
師
団
が
新
た
に
新
設
さ
れ
た
︵
8
︶
︒
第
百
五
十
三
師
団
︵
護
京
師
団
︶
は
京
都
で
編
成
さ
れ
︑
﹁
伊
勢
湾
ニ
対
ス
ル
敵
艦
船
ノ
侵
入
ヲ
防
止
シ
︑
伊
勢
神
宮
ヲ
防
衛
ス
ベ
シ
ト
ノ
任
務
ヲ
受
ケ
師
団
ノ
一
部
ヲ
渥
美
半
島
伊
良
湖
岬
附
近
ニ
主
力
ヲ
志
摩
半
島
宇
治
山
田
市
附
近
ニ
配
置
シ
防
衛
作
戦
ノ
準
備
﹂
を
行
っ
た
︵
9
︶
︒
ま
た
第
百
五
十
三
師
団
︵
護
京
師
団
︶
は
︑
師
団
司
令
部
を
神
宮
皇
學
館
大
學
に
置
き
︑
歩
兵
第
四
四
一
連
隊
︑
歩
兵
第
四
四
二
連
隊
︑
歩
兵
第
四
四
三
連
隊
︑
歩
兵
第
四
四
四
連
隊
︑
速
射
砲
隊
︑
通
信
隊
︑
輜
重
隊
︑
兵
器
勤
務
隊
︑
野
戦
病
院
︑
砲
兵
隊
か
ら
編
制
さ
れ
た
︒
こ
の
な
か
で
︑
志
摩
︑
鳥
羽
方
面
に
部
隊
を
展
開
し
て
い
た
の
が
歩
兵
第
四
四
二
連
隊
と
歩
兵
第
四
四
三
連
隊
で
あ
る
︒
歩
兵
第
四
四
二
連
隊
は
︑
四
月
一
〇
日
に
京
都
で
編
成
さ
れ
︑
志
摩
郡
磯
部
村
国
民
学
校
に
連
隊
本
部
を
置
い
た
︒
磯
部
か
ら
五
ケ
所
湾
︑
鵜
方
か
ら
国
府
か
ら
波
切
︑
和
具
か
ら
御
座
︑
五
ケ
所
湾
北
部
山
間
部
︑
小
川
郷
︑
栃
原
な
ど
志
摩
半
島
南
部
を
中
心
に
配
備
さ
れ
︑本
土
決
戦
準
備
を
行
っ
た
︒
歩
兵
第
四
四
三
連
隊
は
︑
五
月
一
〇
日
に
久
居
で
編
成
さ
れ
︑
鳥
羽
市
の
常
安
寺
に
連
隊
本
部
を
置
い
た
︒
鳥
羽
か
ら
加
茂
︑
答
志
島
︑
菅
島
︑
石
鏡
か
ら
千
賀
︑
青
峰
山
︑
朝
熊
な
ど
志
摩
半
島
北
部
を
中
心
に
配
備
さ
れ
︑
本
土
決
戦
準
備
を
行
っ
て
い
た
︒
今
回
報
告
す
る
答
志
島
は
︑
同
連
隊
の
第
二
大
隊
が
担
当
地
区
で
あ
り
︑
ま
た
大
隊
の
本
部
が
置
か
れ
︑
菅
島
に
も
部
隊
を
展
開
し
て
い
た
︵
10
︶
︒
一
方
で
︑
海
軍
は
本
土
決
戦
に
備
え
特
攻
戦
隊
︵
楠
部
隊
︶
を
組
織
し
た
︒
御
前
崎
か
ら
伊
勢
湾
・
紀
伊
半
島
南
岸
ま
で
の
防
衛
を
第
四
特
攻
戦
隊
担
っ
て
お
り
︑
こ
の
部
隊
は
鳥
羽
方
面
を
中
心
に
配
備
さ
れ
た
第
一
三
突
撃
隊
︵
嵐
部
隊
︶
と
志
摩
方
面
を
中
心
に
的
矢
湾
か
ら
五
ケ
所
湾
に
か
け
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て
配
備
さ
れ
た
第
一
九
突
撃
隊
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
︒
第
一
三
突
撃
隊
︵
嵐
部
隊
︶
は
︑
答
志
島
に
も
配
備
さ
れ
て
お
り
︑
島
内
に
は
︑
島
ヶ
崎
特
攻
基
地
︑
大
崎
特
攻
基
地
︑
和
具
特
攻
基
地
の
三
つ
の
特
攻
基
地
が
存
在
し
た
︵
11
︶
︒
島
ヶ
崎
特
攻
基
地
の
﹁
兵
器
保
管
現
状
﹂
に
つ
い
て
﹁
㈠
８
０
kW
発
電
機
装
備
中
㈡
由
式
圧
縮
ポ
ン
プ
装
備
中
㈢
魚
雷
二
〇
本
格
納
㈣
棬
上
機
二
台
﹂
と
あ
り
︑
大
崎
特
攻
基
地
と
和
具
特
攻
基
地
は
﹁
兵
器
未
着
﹂
と
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
島
ヶ
崎
特
攻
基
地
に
は
特
殊
潜
航
艇
﹁
蛟
龍
﹂
が
︑
大
崎
特
攻
基
地
と
和
具
特
攻
基
地
に
は
特
殊
潜
航
艇
﹁
回
天
一
型
﹂
が
配
備
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
﹁
特
攻
兵
器
ハ
加
布
良
古
ノ
ミ
到
着
︵
12
︶
﹂
と
あ
り
︑
答
志
島
の
特
攻
基
地
に
お
い
て
特
攻
兵
器
は
未
配
備
の
ま
ま
終
戦
を
迎
え
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
㈡
既
に
確
認
さ
れ
て
い
る
戦
争
遺
跡
三
重
県
鳥
羽
市
の
伊
勢
湾
口
に
位
置
す
る
答
志
島
で
は
︑
こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
本
土
決
戦
用
と
思
わ
れ
る
戦
争
遺
跡
が
報
告
さ
れ
て
お
り
︑
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
︑
平
成
一
八
︵
二
〇
〇
六
︶
に
三
重
県
歴
史
教
育
者
協
議
会
が
刊
行
し
た
﹃
三
重
の
戦
争
遺
跡
増
補
改
訂
版
﹄
が
詳
し
い
︒
そ
れ
に
よ
れ
ば
︑
海
軍
が
構
築
し
た
と
思
わ
れ
る
機
銃
砲
台
の
関
連
遺
構
︵
1
．
築
上
岬
機
関
銃
砲
台
︶
や
本
土
決
戦
の
た
め
に
陸
軍
が
構
築
し
た
と
思
わ
れ
る
陣
地
群
︵
2
．
若
山
陣
地
3
．
岡
取
山
陣
地
4
．
二
答
志
島
の
戦
争
遺
跡
︵
扇
野
︶
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図１ 答志島の戦争遺跡分布図（三重県歴史教育者協議会『三重の戦争遺跡 増補改
訂版』つむぎ出版二〇〇六年一四七頁）より引用一部筆者加筆）
ツ
葉
陣
地
5
．
打
越
陣
地
︶︑
ま
た
十
四
セ
ン
チ
砲
が
設
置
さ
れ
て
い
た
海
軍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
砲
郭
︵
6
．
平
射
砲
台
︶︑
海
軍
が
構
築
し
た
総
延
長
二
八
三
〇
ｍ
の
道
︵
7
．
海
軍
道
路
︶
︑
陸
軍
が
構
築
し
た
総
延
長
二
七
八
〇
ｍ
の
道
︵
8
．
陸
軍
道
路
︶
な
ど
が
残
っ
て
い
る
︒
ま
た
島
内
に
は
︑
海
軍
の
特
攻
基
地
が
確
認
さ
れ
て
い
る
︒
特
攻
基
地
は
三
か
所
存
在
し
︑
島
ヶ
崎
基
地
に
は
特
殊
潜
航
艇
﹁
蛟
龍
﹂︑
大
崎
特
攻
基
地
と
和
具
特
攻
基
地
に
は
特
殊
潜
航
艇
﹁
回
天
一
型
﹂
の
た
め
の
地
下
壕
や
そ
の
関
係
遺
構
が
数
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
︵
13
︶
︒
㈢
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
戦
争
遺
跡
9
．
大
崎
陣
地
大
崎
特
攻
基
地
よ
り
北
に
約
二
〇
〇
ｍ
の
丘
陵
に
は
︑
本
土
決
戦
用
に
構
築
さ
れ
た
と
二
つ
の
地
下
壕
と
掩
体
が
一
つ
か
ら
な
る
陣
地
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
な
お
︑
陣
地
名
は
当
時
の
呼
称
が
不
明
で
あ
る
た
め
便
宜
上
小
字
名
を
冠
し
て
命
名
し
た
︒
・
地
下
壕
①
︵
図
2
・
図
3
・
写
真
2
・
写
真
3
︶
本
地
下
壕
は
丘
陵
の
西
向
き
斜
面
に
立
地
し
て
い
る
︒
全
長
約
五
ｍ
八
〇
㎝
︑
開
口
部
の
幅
は
約
二
ｍ
六
〇
㎝
︑
高
さ
は
約
二
ｍ
一
〇
㎝
の
規
模
で
︑地
下
壕
入
り
口
の
平
面
プ
ラ
ン
は
屈
曲
し
た
構
造
に
な
っ
て
お
り
︑
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写真１ 平射砲台内部
お
そ
ら
く
爆
風
対
策
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒
壁
面
の
両
側
二
対
に
は
壕
を
強
化
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
坑
木
を
設
置
す
る
た
め
の
掘
り
込
み
が
見
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
開
口
部
か
ら
三
ｍ
五
〇
㎝
の
地
点
の
床
面
に
は
幅
二
〇
㎝
ほ
ど
の
坑
木
の
掘
り
込
み
が
見
ら
れ
る
︒
陣
地
の
構
造
か
ら
陸
軍
が
構
造
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ま
た
︑
規
模
的
に
構
築
途
中
で
未
完
成
だ
と
思
わ
れ
る
︒
答
志
島
の
戦
争
遺
跡
︵
扇
野
︶
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図２ 大崎陣地遺構群
図３ 地下壕①実測図（１：200）
― 78―
写真２ 地下壕①内部
写真３ 地下壕①開口部
答
志
島
の
戦
争
遺
跡
︵
扇
野
︶
― 79―
図４ 地下壕②実測図（１：200）
写真４ 地下壕②開口部
・
地
下
壕
②
︵
図
2
・
図
4
・
写
真
4
︶
本
地
下
壕
は
丘
陵
の
北
向
き
斜
面
に
立
地
し
て
い
る
︒
全
長
約
一
〇
ｍ
七
〇
㎝
︑
幅
約
二
ｍ
七
〇
㎝
︑
高
さ
約
二
ｍ
か
ら
二
ｍ
六
〇
㎝
の
規
模
で
あ
る
︒
先
ほ
ど
述
べ
た
地
下
壕
①
と
幅
や
高
さ
な
ど
の
規
模
や
位
置
的
関
係
か
ら
最
終
的
に
は
地
下
壕
①
と
地
下
壕
②
は
︑
繋
ぐ
予
定
だ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
︒
・
掩
体
︵
図
2
︶
地
下
壕
②
か
ら
約
三
〇
ｍ
の
場
所
に
は
︑
南
北
に
二
ｍ
四
〇
㎝
東
西
に
二
ｍ
二
〇
㎝
深
さ
七
〇
㎝
の
規
模
の
掩
体
と
思
わ
れ
る
遺
構
が
確
認
で
き
た
︒
10
．
海
軍
用
地
標
柱
︵
写
真
5
︶
大
崎
陣
地
か
ら
北
へ
約
二
〇
〇
ｍ
の
地
点
に
位
置
す
る
丘
陵
で
︑
角
型
波
線
二
本
印
刻
の
下
に
﹁
海
軍
用
地
﹂
と
記
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
標
柱
を
四
本
確
認
で
き
た
︒﹃
三
重
の
戦
争
遺
跡
増
補
改
訂
版
﹄
に
よ
る
と
︑
今
回
海
軍
用
地
標
柱
が
確
認
で
き
た
場
所
か
ら
東
へ
約
一
〇
〇
ｍ
の
地
点
に
は
全
長
約
二
八
三
〇
ｍ
の
海
軍
道
路
が
あ
り
︑
そ
こ
に
も
同
様
の
海
軍
用
地
標
柱
が
一
二
本
確
認
さ
れ
て
い
る
︵
14
︶
︒
今
回
確
認
で
き
た
四
本
の
海
軍
用
地
標
柱
は
海
軍
道
路
と
何
か
し
ら
関
係
が
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
︒
㈣
ま
と
め
従
来
の
答
志
島
の
戦
争
遺
跡
に
関
す
る
報
告
は
︑
島
の
東
部
海
岸
沿
い
に
集
中
し
た
陣
地
が
中
心
で
あ
っ
た
が
︑
今
回
の
調
査
で
は
島
の
西
部
に
も
陣
地
が
構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
︒
今
後
の
調
査
次
第
で
は
更
に
多
く
の
遺
構
を
確
認
で
き
る
と
思
わ
れ
る
︒
最
後
に
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
︒
終
戦
時
に
お
け
る
東
海
地
方
の
部
隊
配
置
が
確
認
で
き
る
史
料
と
し
て
防
衛
研
究
所
所
蔵
の
﹁
大
東
亜
戦
争
東
海
軍
陣
地
編
成
図
﹂︵
図
5
︶
が
あ
げ
ら
れ
る
︵
15
︶
︒
そ
の
史
料
の
註
記
に
は
左
記
の
説
明
が
示
さ
れ
て
い
る
︒
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黒
書
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ハ
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軍
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示
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四
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ハ
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軍
特
攻
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ス
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16
︶
本
稿
で
述
べ
た
答
志
島
の
戦
争
遺
跡
や
︑
近
年
報
告
さ
れ
た
度
会
郡
大
紀
町
の
本
土
決
戦
用
に
構
築
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
ト
ー
チ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
の
陣
地
群
︑
ま
た
拙
稿
の
菅
島
の
本
土
決
戦
用
陣
地
群
は
︑
い
ず
れ
も
青
書
で
記
さ
れ
て
お
り
︑﹁
第
二
次
築
城
ヲ
實
施
ス
ヘ
キ
﹂
陣
地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
の
よ
う
に
﹁
大
東
亜
戦
争
東
海
軍
陣
地
編
成
図
﹂
に
て
﹁
第
二
次
築
城
ヲ
實
施
ス
ヘ
キ
﹂
陣
地
と
青
書
で
記
さ
れ
た
箇
所
に
は
現
在
も
多
く
の
陣
地
遺
構
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
︑﹁
第
二
次
築
城
ヲ
實
施
ス
ヘ
キ
﹂
陣
地
の
構
築
は
あ
る
程
度
進
ん
で
い
た
と
い
え
る
︒
そ
の
た
め
今
後
︑﹁
第
二
次
築
城
實
施
ス
ヘ
キ
﹂
陣
地
と
記
さ
れ
た
箇
所
の
調
査
を
行
う
こ
と
で
︑
さ
ら
に
多
く
の
戦
争
遺
跡
を
確
認
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
︒﹁
大
東
亜
戦
争
東
海
軍
陣
地
編
成
図
﹂
に
て
﹁
第
二
次
築
城
實
施
ス
ヘ
キ
﹂
陣
地
と
記
さ
れ
た
箇
所
に
残
る
遺
構
を
詳
細
に
調
査
す
る
こ
と
は
︑
県
内
の
本
土
決
戦
準
備
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
︒
付
記
本
稿
に
掲
載
し
た
地
図
は
三
重
県
共
有
デ
ジ
タ
ル
地
図
一
万
分
の
一
地
形
図
︑
二
千
五
百
分
の
一
地
形
図
を
使
用
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
写
真
は
著
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
す
︒
﹁
大
東
亜
戦
争
東
海
軍
陣
地
編
成
図
﹂
は
防
衛
研
究
所
の
許
可
を
い
た
だ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
︒
答
志
島
の
戦
争
遺
跡
︵
扇
野
︶
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図５ 大東亜戦争東海軍陣地編成図
（防衛研究所所蔵）
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